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ITf.（ IMAGINE THE foods’ FUTURE.) 

～ ご 飯 （ ５ 班 ） の 未 来 を 救 え ～  

都市計画演習５班 中間発表 レジュメ 

【班員】河遼斗 兵頭優奈 堀川倖 亀井俊佑 大野隆輔 春名総一郎 古川夏輝 星野茉里 

【担当教員】谷口守 【TA】久米山幹太 

1. 背景 

最近、物価の上昇を実感する機会が多い。特に野

菜について価格の上昇が著しく、価格を理由に、

購入を諦めることも多いと実感している。そこ

で、我々は学生が安く野菜を手に入れる方法につ

いて考えることにした。 

目標に向けて、まずは野菜を自分たちで栽培でき

ないかと考えた。使える農地について調べていく

と、近年農業において遊休農地という現在耕作が

なされていない農地が増加していることを知っ

た。そこで我々は、遊休農地を活用して安く野菜

を手に入れる方法について考察することにした。 

 

2. 目標の設定 

以上の背景を踏まえ、「学生が安く野菜を手に入

れられるようにする」ということを、本演習の最

終的な目標とした。 

 

3. 提案 

目標を達成するための方法として、「学生自身に

よる、遊休農地での野菜の自家栽培」を提案内容

として検討することとした。 

 

4. 文献・資料調査 

4.1. 物価や賃金について 

実質賃金とは、労働者が受け取った給与から消費

者物価指数に基づいた物価の影響を差し引いて求

められる指標である。実質賃金の 2022 年 1 月か

ら 2023 年 8 月までのデータ 1）2）を見ると、月ご

とに変動はあるが、全体的に減少傾向である。 

 

図 1 ：実質賃金の減少（2022 年 1 月～2023 年 8 月）1）2） 

また、物価の上昇に関して、上昇幅が一番大きい

ものは卵類であり、二番目は生鮮野菜である 3）。 

4.2. 遊休農地について  

遊休農地とは、農地法において定義されている用

語で、次の（ア）、（イ）に該当するものであ

る。 

（ア）現に耕作の目的に供されておらず、かつ引

き続き耕作の目的に供されないと見込まれる農地 

（イ）その農業場の利用の程度がその周辺の地域

における農地の利用の程度に比し、著しく劣って

いると認められる農地 4） 

ほぼ同義の言葉として耕作放棄地が挙げられる。

耕作放棄地は、農林水産省が実施する統計調査

（農林業センサス）において定義されている用語

で、「所有されている農地のうち、過去一年以上

作付けされておらず、この数年の間に再び作付け

する考えのないもの」4）を意味する。遊休農地と
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耕作放棄地の定義には、耕作の目的に供されてい

るか否かの判断において、具体的な期間が判断基

準として付されているかの違いしかない。そこで

我々は全国的な遊休農地の状況について調べる上

で、耕作放棄地と遊休農地をほぼ同義のものとみ

なし、耕作放棄地の現状について調べ、参考にす

ることにした。 

現状としては、全国的に耕作放棄地の面積は増加

傾向にある。H27 年の統計においては 42.3 万 ha

にまで面積が拡大している（図 2：）5）。 

 

図 2： 日本の耕作放棄地の面積 5） 

 この背景としては、農家の高齢化や農業に関する

環境の悪化などが挙げられる。遊休農地の増加の

影響として、手入れがなされないことにより農地

の質が低下する他、ゴミの不法投棄などの問題の

拡大にも繋がっている。 

全国において様々な遊休農地問題の対策が行われ

ているが、その対策の効果を上回って遊休農地は

増加している。対策の全体的な傾向としては農地

集積などによる農業経営の大規模化の方策が多く

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. ヒアリング・現地調査 

5.1. 遊休農地の活用法について 

【ヒアリング調査概要】 

実施対象 吉野邦彦先生 

日時 
1)2023 年 10 月 24 日(火) 

2)2023 年 10 月 29 日(日) 

場所 
1) メール 

2) つくば市上郷の吉野先生の畑 

目的 
吉野先生の遊休農地の活用法の

実態調査 

実施方法 
1） 文面 

2） 対面 

ヒアリングの目的は、吉野先生の遊休農地の活用

方法の実態を調査するためである。吉野先生は伊

藤農園の伊藤社長（後述）から借用した、活用さ

れていなかった農地で野菜を生産し、つくば市内

のみんなの食堂にそれらを無料で提供している方

である。また、過去に遊休農地について研究して

おられ、2023 年度で退職されたが、2017 年まで

は筑波大学の都市計画演習の担当教員をなさって

いた。 

【吉野先生への質問内容】 

1. 畑の大きさ  

2. 育てている野菜の種類  

3. 収穫方法 

【質問の結果】 

1. 240 ㎡ 

2. ナスとピーマンをそれぞれ 100 株ほど 

3. ボランティアの協力を得て収穫した 

吉野先生の畑の大きさは 240 ㎡で、2023 年の初夏

にナスとピーマンをそれぞれ 100 株ほど栽培し、8

月にボランティアの協力を得て収穫した。収穫し

た野菜はボランティアの方々が車でつくば市内に

10 か所存在するみんなの食堂のほぼすべてに分配

し、計 3000 食をみんなの食堂で提供することがで

きた。この調査から、240 ㎡という大きさの農場

でも大きなポテンシャルをもっていることが分か

った。しかし、吉野先生のような事例が他の遊休
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農地での野菜栽培に当てはまるわけではない。吉

野先生は畑の貸主である伊藤社長に土づくりの手

伝いや、廃棄直前のナスやピーマンの苗の譲渡を

していただいたほか、収穫の際にも５人程のボラ

ンティアの協力を得て農業をされている。しか

し、学生が遊休農地で野菜を栽培する際このよう

な協力が必ずしも得られるとは限らない。そのた

め、農家の方の協力を得るにはどうすればよい

か、得られない時の対策方法などを検討する必要

があると考えた。 

5.2. 遊休農地の活用の実態について 

【ヒアリング調査概要】 

実施対象 伊藤稔さん（伊藤農園社長） 

日時 2023 年 10 月 29 日（日） 

場所 つくば市上郷 伊藤農園 

目的 遊休農地の実態を知る 

実施方法 対面 

伊藤社長はつくば市上郷において伊藤農園を経営

されており、40ha の畑と 15ha の田という広大な

土地を用いて農業を行っており、先述の吉野先生

へ農地の提供も行っておられる。作っておられる

作物としては白菜やさつまいもなど多岐にわた

り、４箇所の直売所のほか学校給食にも納品を行

っておられる。 

【伊藤社長への質問内容】 

1. 吉野先生以外への農地の提供事例はあるか？  

2. 周りの農家における同様の事例はあるか？  

3. 農地提供以外の使用していない土地の活用法

はあるか？ 

【質問の結果】 

1.2.3.いずれもない。 

伊藤社長に対して、｢吉野先生以外への農地の提供

事例｣｢周りの農家における同様の事例｣｢農地提供

以外の使用していない土地の活用法｣について質問

したがいずれもないとのこと。同時に伊藤社長か

ら農業業界の現状についても教えていただき、遊

休農地の活用例が伊藤社長の周りで吉野先生以外

にないことの理由も見えてきた。まず農業業界の

抱える課題としては肥料や燃料、農業機器の高騰

による経営難、担い手不足、スーパー等へ納品す

る際の規格基準が厳しいことによる廃棄量の増加

などが課題としてあげられた。こうした課題を踏

まえると、吉野先生のような新たに農地を提供し

て欲しいという方があらわれたとしても、先述の

課題が解決しなければ農業を継続的に行うことが

難しいということも見えてきた。また、学生自身

が野菜を栽培することの難しさも見えた。40ha と

15ha の大規模な土地を用いて農家を経営されてい

る伊藤社長でさえも現在の自身の農家の経営につ

いての厳しさを指摘されるなど、大規模に経営し

ても厳しい現状が見えてきたため、小規模な土地

においても厳しさは同様にあると予想される。

我々の提案を達成するためには、こうした問題に

ついても考えていかなければならない。 

5.3. つくば市内の遊休農地について 

【ヒアリング調査概要】 

実施対象 吉村太希主任 

日時 2023 年 10 月 25 日(水) 

場所 つくば市役所 

目的 つくば市の遊休農地の現状を知る 

実施方法 対面 

 

【吉村主任への質問内容】 

1. つくば市の遊休農地の現状について 

2. つくば市の遊休地問題解決のための取り組み 

3. 市民の遊休農地問題解決のための取り組み 

【質問の結果】 

1. 遊休農地は増加傾向にある。 

2. 農地中間管理事業（県の取り組み） 

農地利用最適化推進委員会（市の取り組み） 

3. 耕作放棄地をお花畑にして地球を黄色に染め

ようプロジェクトなど 

つくば市の遊休農地面積は増加しており、2015 年

では 112ha だったが、2022 年では 186ha となっ

ている。遊休農地のうち荒れすぎていて耕すこと

ができない農地は、非農地と判断する場合もあ
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り、そういった農地は統計から除外されるので、

実際は新しい遊休農地がもっと増加していると考

えられる。 

増加している遊休農地に対しては、様々な対策が

行われている。まず、茨城県が行っていることと

して、農地中間管理事業がある。これは、農地を

貸したい人と、借りたい人とを行政が仲介すると

いうものである。以前は、農地の貸し借りは口約

束で行われていたため、農地の所有者が曖昧にな

ってしまう、貸した農地が返ってこない等の問題

が生じていたが、行政が仲介して農地を管理する

ことによって、こうした問題を減らすことができ

る。つくば市独自の対策としては、農地利用最適

化推進委員会がある。農地を交換、集約などして

最適化することで、農業を推進する取り組みを行

っている。この委員会を構成する委員は、つくば

市を 28 区に分けた各地区から一人ずつ選出されて

いるため、農地と地元の情報が結びつけられてい

る。今紹介した対策例は、主に大規模経営化に関

するものとなっているが、遊休農地は、小規模な

ものが点在していることが多く、そういった小規

模農地への対策も必要であると考えられる。また

つくば市民も遊休農地の対策に取り組んでいる。

例えば、「耕作放棄地をお花畑にして地球を黄色

く染めようプロジェクト」では、耕作放棄地にマ

リーゴールドを植えて、染料にしたり、良い景観

として売り出したりするなどして、付加価値をつ

けて農地を再生するという対策が行われた。しか

し、こういった取り組みは一時的であり、遊休農

地を減らしていくためには継続的な取り組みも必

要である。 

 

6. 最終発表に向けて 

提案として挙げた「学生自身による、遊休農地で

の野菜の自家栽培」というものを、ヒアリングで

分かった。 

現状を踏まえ、目標達成に向けた提案として、学

生が農家を支援するという方向から議論をしてい

こうと考えている。また現状の目標に加え、農業

の問題として挙げられている遊休農地や、今後の

調査予定である、みんなの食堂への食材の提供な

どを通して、社会全体での生活の苦しさの軽減を

削減するということも併せて、演習を行っていこ

うと考えている。 

そのために、子ども食堂をよく知る方へのヒアリ

ングや、学生の農業参加という提案に向け、農業

参加意欲アンケートを行おうと考えている。 
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